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国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
質
問
主
意
書

民
主
党
は
、
先
の
衆
議
院
選
挙
と
今
年
夏
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
国
家
公
務
員
の
総
人
件

費
二
割
削
減
を
約
束
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
具
体
的
な
内
容
が
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
に
も
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
違
反
」
と
国
民
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

民
間
給
与
が
対
前
年
比
で
五
％
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
平
成
二
十
二
年
度
の
人
事
院
勧
告
マ
イ
ナ
ス

一
・
五
％
と
い
う
勧
告
を
、
菅
内
閣
は
適
切
な
勧
告
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

二

去
る
八
月
、
人
事
院
は
国
家
公
務
員
の
年
間
給
与
平
均
一
・
五
％
減
の
勧
告
を
し
て
い
る
が
、
政
府
が
臨
時
国
会
に
提
出

す
る
と
し
て
い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
法
改
正
案
で
は
、
具
体
的
に
何
％
の
引
き
下
げ
と
す
る
の
か
。

三

菅
総
理
は
、
九
月
の
民
主
党
代
表
選
に
お
い
て
、
人
事
院
勧
告
を
超
え
た
削
減
を
目
指
す
と
主
張
し
て
い
た
。
だ
と
す
れ

ば
、
民
間
給
与
が
対
前
年
比
で
五
％
以
上
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
民
間
給
与
の
マ
イ
ナ
ス
幅
以
上
の
引
き

下
げ
を
、
国
家
公
務
員
の
給
与
で
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

三
に
関
連
し
、
達
成
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
衆
議
院
選
、
参
議
院
選
そ
し
て
民
主
党
代
表
選
と
三
度
に
わ
た
り
約
束
し
た

一



マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
、
「
違
反
」
で
あ
っ
た
と
国
民
に
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
柱
で
あ
る
国
家
公
務
員
の
総
人
件
費
二
割
削
減
と
は
、
具
体
的
な
金
額
は
い
く
ら
な
の
か
。

六

五
に
関
連
し
、
平
成
二
十
五
年
度
を
目
標
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
向
け
た
具
体
的
な
工
程
表
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

七

五
に
関
連
し
、
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
や
統
合
を
手
段
と
し
て
い
る
の
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
出
先
機
関
の
廃
止
や
統
合
に

よ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
金
額
を
削
減
で
き
る
の
か
。

八

七
に
関
連
し
、
国
の
出
先
機
関
を
廃
止
や
統
合
し
た
場
合
、
国
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
地
方
自
治
体
へ
の
業
務
の

押
し
付
け
に
な
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

九

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
柱
で
あ
る
国
家
公
務
員
の
総
人
件
費
二
割
削
減
は
、
必
ず
達
成
で
き
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


